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ITUAJより

　編集後記

　暦の並びの関係で、2025年は例年より早い御用納め、2026年

は少しゆっくりの仕事初めとなりました。新年からは日本ITU協

会のウェブサイトもリニューアルいたしました。工事中はご不便を

お掛けし、申し訳ございませんでした。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　本号では、2025年12月24日に行われたITU電気通信標準化局

の尾上誠蔵局長の講演をお届けします。ITUジャーナル誌面では

多くの図を載せ、当日の講演内容を伝えております。

　また、局長が各地で講演された時の多くの聴衆との写真が、

スクリーンから拡大しながら映し出される躍動感は、新しくなっ

た協会ウェブサイトの動画でも、ぜひご覧ください。

編集顧問より

　毎年12月になると苦労することがあります。それは4月始まりの手帳を

手に入れることです。日本では、学校も企業もほとんどが4月に新しい

年度になるので、手帳は4月始まりでないと不便です。私は既に退職し、

大学の予定を手帳に書く必要はありませんが、学会活動は続けている

ので、学会の研究会や委員会の予定を書く必要があります。学会の年度

も4月に始まるので、4月始まりの手帳でないと不便です。

　12月には翌年度の予定の多くが決まるので、決まったらすぐに翌年度

の手帳に書き込みたいです。ところが、主要手帳メーカーの4月始まり

手帳は2月にならないと発売されないのです。1月始まりの手帳は前年夏

に発売されるのに、なんという差別でしょうか。私が大学に勤めていた

ときは12月に翌年度の手帳が配布され、自分で手帳を買ったことがな

かったので、4月始まり手帳がこんなに冷遇されているとは知りませんで

した。

　手帳を自分で買わねばならなくなって目を付けたのはオークションサイ

トやフリマサイトです。若い人の多くはスケジュール管理アプリを使って

いるので、勤務先から手帳を配布されても使いません。それで、配布さ

れた勤務先の手帳をオークションやフリマに出品するのです。4月始まり

の手帳は大人気で、12月には出品されてから1時間以内に売れてしまいま

す。そのため、私は、12月になったら30分に1回サイトをチェックします。

これは結構な難行です。

　手帳メーカーはどうして4月始まり手帳を冷遇しているのでしょうか。

私はしつこく4月始まり手帳の入手に努めていますが、私のようにしつこ

い人はそう多くないでしょう。紙の手帳を諦めてスケジュール管理アプリ

に移行する人も多いのではないでしょうか。手帳メーカーは、紙の手帳

の利用者が少なくなるように誘導し、衰退する手帳事業から早く撤退し

ようとしているのではないかと想像してしまいます。

4月始まり手帳
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